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【
登
場
人
物
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レ
オ
＝
デ
モ
ン
ハ
ー
ト 

エ
キ
ド
ナ 

 

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ 

リ
リ 

メ
ル
ネ
ス 

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト 

 
 
 

 

  
 
 

パ
ン
屋
の
女
主
人 

 
 
 

人
間
の
子
供 

魔
族
の
子
供 

聖
都
の
住
民
た
ち 

魔
族
の
侵
略
を
伝
え
る
兵
士 

 
 
 

魔
族
Ａ 

魔
族
Ｂ 

イ
ン
プ 

 

ほ
か 

 



 

 

1 

○
ア
バ
ン
・
セ
シ
ャ
ト
山
脈 

 ―
―

エ
キ
ド
ナ
視
点
。 

（
＃
１
０
・
抜
粋
リ
フ
レ
イ
ン
） 

天
に
向
か
っ
て
激
し
い
光
の
本
流
が
噴
き
上
が
る
。 

レ
オ
が
顔
を
上
げ
る
と
、
前
方
で
は―

―
 

エ
キ
ド
ナ
が
全
身
か
ら
激
し
い
光
が
放
ち
、 

エ
キ
ド
ナ
「…

…
死
ぬ
の
は
！ 

貴
様
だ…

…

！
」 

眩
い
輝
き
の
中
、
エ
キ
ド
ナ
の
前
に
紫
色
の
光
芒―

―

巨
大

な
魔
法
陣
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。 

エ
キ
ド
ナ
「
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」 

形
成
さ
れ
た
魔
法
陣
が
眩
く
輝
く
。 

エ
キ
ド
ナ
（
オ
フ
）
「
対
勇
者
拘
束
呪―

―

」 

レ
オ
に
向
か
っ
て
両
手
を
突
き
出
し
、 

エ
キ
ド
ナ
「
《
ア
ン
チ
・
レ
オ
》…

…

！
」 

光
芒
が
勢
い
よ
く
放
た
れ
る
（
設
定
メ
モ
参
照
）
。 

（
リ
フ
レ
イ
ン
こ
こ
ま
で
） 

レ
オ
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
光
芒
。 

エ
キ
ド
ナ
が
レ
オ
を
見
る
。 

レ
オ
も
ま
た
、
エ
キ
ド
ナ
を
見
て
い
る
。 

エ
キ
ド
ナ
「…

…

！
」 

レ
オ
が
、
一
瞬
、
視
線
を
落
と
し
、 

再
び
光
芒
を
真
っ
す
ぐ
に
見
つ
め
る
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
！
！ 

ダ
メ
だ
！ 

か
わ
さ
れ
る…

…

！
」 

悔
し
げ
に
顔
を
歪
め
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
な
ん
た
る
ブ
ザ
マ…

…

！ 

何
も
守
れ
ぬ
ま
ま
、
何
も

得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
我
は
こ
こ
で
果
て
る
の
か…

…

！
」 

そ
の
時
、
エ
キ
ド
ナ
が
何
か
を
見
て
、 

エ
キ
ド
ナ
「
（
ハ
ッ
と
な
る
）
！
」 

視
線
の
先
、
レ
オ
は
迫
り
く
る
光
芒
を―

―

避
け
ず
に
、
口

元
に
満
足
げ
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。 

レ 

オ
「―

―

（
何
か
を
呟
く
＝
セ
リ
フ
は
後
述
）
」 

直
後
、
『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
の
光
芒
が
届
き
、 

微
笑
む
レ
オ
が
光
に
溶
け
て
い
く―

―
 



 

 

2 

 

○
Ｏ
Ｐ 

 
○
レ
オ
の
過
去
・
研
究
所
（
３
０
０
０
年
前
） 

 

暗
い
水
の
中
。 

響
き
渡
る
音
声
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
音
声
「
人
類
を
守
れ―

―

悪
し
き
も
の
か
ら
、
人
類
を
守
れ
。

―
―

悪
し
き
も
の
か
ら
、
人
類
を
守
れ
。―

―

悪
し
き
も
の
か
ら

―
―

」 コ
ポ
、
と
泡
立
つ
気
泡
（
音
声
止
ま
る
）
。 

シ
リ
ン
ダ
ー
の
一
つ
で
培
養
さ
れ
て
い
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「…

…

世
界
を
救
え―

―
」 

ゆ
っ
く
り
と
目
を
覚
ま
す
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
絶
対
命
令
を
受
け
て
、
俺
は
生
ま
れ
て
き
た
」 

円
形
の
空
間
に
、
レ
オ
と
同
じ
大
型
シ
リ
ン
ダ
ー
が
１
１
個

並
ん
で
い
る
（
す
べ
て
に
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
が
入
っ
て
い
る
が

レ
オ
以
外
は
見
せ
な
い
）
。 

 ○
と
あ
る
戦
場 

 

火
の
手
が
あ
が
る
工
業
地
帯
（
※
例
え
ば
、
京
浜
工
業
地
帯

や
、
堺
泉
北
臨
海
工
業
地
帯
の
よ
う
な
場
所
）
。 

そ
こ
に
降
り
た
つ
レ
オ
。 

周
囲
に
は
多
く
の
魔
族
。 

レ
オ
が
腰
の
ブ
レ
ー
ド
を
抜
く
。 

と
、
魔
族
が
一
斉
に
レ
オ
に
襲
い
掛
か
る
。 

迎
え
撃
ち
、
次
々
と
魔
族
を
斬
り
捨
て
て
い
く
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
最
初
は
良
か
っ
た―

―

」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

フ
ラ
ッ
シ
ュ
。
＃
８
。
エ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
の
姿
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
あ
の
イ
ン
プ
が―

―

エ
イ
ブ
ラ
ッ
ド
先
生
が
言
っ
た
通
り―

―

」 ×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
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や
が
て
最
後
の
魔
族
を
斬
り
捨
て
る
レ
オ
。
ほ
ん
の
僅
か
、

微
笑
み
を
讃
え
た
よ
う
な
表
情
（
露
骨
で
は
な
く
）
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
世
界
は
、
存
在
意
義
に
満
ち
て
い
た
。
人
々
が
、
俺
の
活
躍

を
待
ち
望
ん
で
い
た
」 

 ○
別
の
戦
場 

 
走
る
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
が
次
々
に
跳
躍
（
足
元
の
み
）
。 

最
後
に
走
っ
て
来
る
レ
オ
が
、
同
じ
く
跳
躍
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
仲
間
と
共
に
戦
い―

―

」 

レ
オ
の
前
方
に
は
大
型
魔
族
（
ド
ラ
ゴ
ン
系
）
。 

大
型
魔
族
の
ブ
レ
ス
を
躱
し
つ
つ
、
ブ
レ
ー
ド
を
振
り
下
ろ

す
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
強
敵
を
打
ち
倒
し―

―

」 

破
壊
さ
れ
た
街
に
魔
族
の
死
体
が
転
が
る
中
、
軍
隊
が
人
々

に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
世
界
に
平
和
が
訪
れ
る
」 

そ
れ
を
高
所
（
『
鉄
塔
』
あ
る
い
は
付
近
の
『
橋
の
塔
』
の

上
な
ど
）
か
ら
見
下
ろ
す
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
あ
の
こ
ろ
は
純
粋
で
、
世
界
に
訪
れ
た
や
す
ら
ぎ
を
心
か
ら

喜
ん
だ
も
の
だ
」 

 

○
復
興
し
た
街
（
５
０
年
後
＝
現
在
か
ら
２
９
５
０
年
前
） 

 

科
学
文
明
が
滅
ん
だ
後
、
魔
術
文
明
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
独
特
な
景
観
に
な
っ
た
街
並
み
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
だ
が
、
そ
の
後
に
俺
を
待
っ
て
い
た
長
い
長
い
平
和
と
は―

―

」 

そ
の
繁
華
街
。 

雑
踏
（
ま
だ
人
類
の
み
）
の
中
を
歩
く
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
何
一
つ
と
し
て
勇
者
が
必
要
と
さ
れ
な
い
日
々―

―

」 

人
々
が
笑
顔
で
語
ら
う
中
、
レ
オ
だ
け
は
ど
こ
か
鬱
々
と
し

た
表
情
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
俺
が
存
在
す
る
意
味
が
な
い
世
界
の
こ
と
だ
っ
た…

…

」 
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生
気
な
く
歩
き
続
け
る
レ
オ
。
ふ
と
気
が
付
く
と
、
周
囲
の

人
々
が
足
を
止
め
て
い
る
。 

レ 

オ
「
？
」 

皆
一
様
に
何
か
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
だ
。 

視
線
を
移
す
レ
オ
。 

今
は
遺
物
と
し
て
形
を
保
つ
（
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
た
）
大
型

モ
ニ
タ
ー
で
、
『
マ
ー
ヴ
メ
ル
、
紛
争
勃
発
』
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
て
い
る
。 

レ 

オ
「…

…

」 紛
争
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
つ
め
る
レ
オ
の
目
が
、
ゆ
っ
く
り
と

見
開
か
れ
て
い
く
。 

 ○
世
界
各
地
・
点
描
（
時
代
も
ま
ば
ら
） 

 

―
―

砂
漠
地
帯
で
の
戦
闘
。 

人
間
と
魔
族
の
混
合
部
隊
と
戦
う
レ
オ
。 

魔
族
に
ブ
レ
ー
ド
や
魔
術
で
対
抗
す
る
中
、
科
学
文
明
の
遺

物
で
あ
る
戦
車
や
ラ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受

け
、
そ
れ
を
弾
く
レ
オ
。 

レ 

オ
「
（
ど
こ
か
嬉
し
そ
う
に
）
ま
だ
こ
ん
な
も
ん
が
残
っ
て
や
が
っ
た

の
か…

…

！
」 

と
、
戦
車
を
叩
き
潰
す
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
地
域
の
紛
争―

―

」 

―
―

時
間
経
過
し
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
近
代
都
市
。 

人
間
や
魔
族
の
他
、
半
人
半
魔
も
い
る
部
隊
と
戦
う
レ
オ
。 

レ 

オ
「
（
ど
こ
か
嬉
し
そ
う
に
）
結
局
、
人
間
も
魔
族
も
争
わ
ね
え
と
生

き
て
い
け
な
い
の
か
よ
」 

斬
ら
れ
た
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
国
家
間
の
戦
争―

―

」 

―
―

魔
族
が
出
現
し
た
遺
跡
（
例
え
ば
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

の
よ
う
な
）
。 

レ 

オ
「
（
ど
こ
か
嬉
し
そ
う
に
）
ま
っ
た
く
、
懲
り
な
い
奴
ら
だ
」 

ブ
レ
ー
ド
や
呪
文
を
駆
使
し
て
魔
族
と
戦
う
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
し
て
魔
界
か
ら
の
侵
略
」 
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返
り
血
を
浴
び
て
戦
う
レ
オ
。
そ
の
表
情
は
生
き
生
き
と
し

て
い
る
。
（
※
殺
人
鬼
の
よ
う
な
狂
気
的
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
ど
こ
か
安
堵
を
感
じ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
）
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
戦
っ
て
い
る
そ
の
瞬
間
だ
け
、
『
君
は
生
き
て
い
て
も
い
い

ん
だ
』
と
、
世
界
が
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
た
」 

レ
オ
、
戦
い
つ
つ
、 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
ま
た
戦
え
る
。
ま
た
勇
者
に
な
れ
る…

…

！ 

ま
た
人
類
を

救
え
る
！
」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

時
代
が
移
り
行
く
中
、
崩
壊
し
た
科
学
文
明
の
遺
物
が

朽
ち
て
い
き
、
緑
が
覆
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
変
わ
り
ゆ
く
景

色
の
中
を
戦
い
続
け
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
う
し
て
百
年
が
経
ち
、
二
百
年
が
過
ぎ
た
」 

―
―

や
が
て
、
世
界
が
現
在
の
形
に
な
っ
て
も
な
お
、
山
岳

地
帯
、
森
林
、
海
沿
い
、
町
な
ど
様
々
な
場
所
で
戦
い
続
け

て
い
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
気
が
付
け
ば
、
五
百
年
、
千
年
、
そ
れ
以
上
の
時
間
が
流
れ

て
い
た
。
俺
は
世
界
の
あ
ち
こ
ち
へ
飛
び
回
り
、
戦
い
、
戦
い
、

戦
い
抜
い
た
」 

―
―

イ
メ
ー
ジ
。
研
究
所
の
空
間
に
投
影
さ
れ
た
レ
オ
の
設

計
図
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
０
５―

Ｌ
ｅ
ｏ…

…

コ
ン
セ
プ
ト
は
『
超
成
長
』
。
戦
い
の

中
で
出
会
っ
た
あ
ら
ゆ
る
技
が
俺
の
中
へ
蓄
積
さ
れ
、
必
然
的
に

俺
の
前
か
ら
敵
は
い
な
く
な
る
」 

設
計
図
が
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
レ
オ
の
姿
に
な
り―

―
 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
か
つ
て
の
科
学
者
達
が
想
定
し
た
通
り
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ

た
」 

さ
ら
に
、
長
い
年
月
で
朽
ち
た
科
学
兵
器
が
散
見
す
る
荒
野

で
、
多
く
の
魔
族
の
死
体
の
中
に
立
つ
レ
オ
の
姿
に
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
誰
に
も
負
け
ず
、
決
し
て
死
な
な
い
、
最
強
の
生
体
兵
器

が
、
そ
こ
に
立
っ
て
い
た
」 

 

○
聖
都
レ
ナ
イ
ェ
（
現
在
か
ら
約
１
年
半
前
） 
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穏
や
か
な
街
並
み
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
し
て
ま
た
、
長
い
長
い
平
和―

―

」 

雑
踏
の
中
を
歩
く
レ
オ
。 

笑
顔
で
語
ら
い
な
が
ら
行
き
来
す
る
住
民
た
ち
は
レ
オ
に
見

向
き
も
し
な
い
。 

ど
こ
か
鬱
々
と
し
た
表
情
の
レ
オ
。 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

パ
ン
屋
。 

パ
ン
を
買
お
う
と
す
る
レ
オ
。 

そ
の
前
に
、
人
間
の
子
供
と
魔
族
の
子
供
が
仲
良
く
並
ん
で

い
る
。 

人
間
の
子
供
・
魔
族
の
子
供
「
こ
れ
く
だ
さ
い
！
」 

と
、
二
人
で
一
緒
に
一
つ
の
パ
ン
を
出
す
。 

女
主
人
「
あ
ら
、
ひ
と
つ
で
い
い
の
か
い
？
」 

人
間
の
子
供
「
大
丈
夫
！
」 

魔
族
の
子
供
「
は
ん
ぶ
ん
こ
す
る
の
！
」 

女
主
人
「
そ
う
か
い
。
え
ら
い
ね
え
。
じ
ゃ
あ
え
ら
い
子
に
は
、
お
ば
ち
ゃ

ん
お
ま
け
し
ち
ゃ
う
」 

と
、
パ
ン
を
も
う
ひ
と
つ
袋
に
入
れ
て
あ
げ
る
女
主
人
。 

人
間
の
子
供
「
い
い
の
！
？
」 

魔
族
の
子
供
「
や
っ
た
！
」 

女
主
人
「
は
い
、
ま
い
ど
あ
り
」 

と
、
袋
を
子
供
に
渡
す
女
主
人
。 

子
供
た
ち
「
あ
り
が
と
う
！
」 

と
、
駆
け
て
ゆ
く
子
供
た
ち
。 

女
主
人
「
（
微
笑
み
）
ず
っ
と
こ
ん
な
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
ね
え
」 

子
供
た
ち
を
真
顔
で
見
送
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「…

…

お
い
、
な
ぜ
笑
え
な
い
。
こ
こ
は
微
笑
む
と
こ
ろ
だ

ぞ
。
微
笑
ん
で
、
そ
う
で
す
ね
っ
て
答
え
る
と
こ
ろ
だ
ぞ
」 

い
つ
ま
で
も
微
笑
む
こ
と
が
で
き
な
い
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「…

…
…
…

い
つ
し
か
、
『
世
界
の
危
機
を
待
ち
望
ん
で
い
る

自
分
』
に
気
が
付
い
た
」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

パ
ン
を
手
に
、
往
来
す
る
人
々
を
見
つ
め
る
レ
オ
。 
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レ
オ
（
Ｎ
）
「
こ
こ
に
い
る
す
べ
て
の
人
が
、
い
や
、
こ
の
星
の
生
き
物
す

べ
て
が
俺
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、
俺
が
造
ら
れ
た
頃
の
よ
う

な
、
絶
望
的
な
状
況
が
訪
れ
て
ほ
し
い
」 

―
―

レ
オ
の
イ
メ
ー
ジ
。 

周
囲
の
ビ
ル
呪
文
攻
撃
な
ど
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
。 

魔
族
が
降
り
立
ち
、
街
を
炎
の
海
に
変
え
る
。 

人
々
が
逃
げ
惑
う
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
世
界
を
救
い
た
い
。
世
界
を
救
わ
せ
て
く
れ
。
世
界
を
救
え

な
い
と
、
俺
が
俺
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
！
」 

破
壊
し
つ
く
さ
れ
た
街
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
人
間
界
に
も
っ
と
危
機
を
！ 

人
間
界
に
も
っ
と
混
乱
を
！ 

俺
の
想
い
は
日
に
日
に
強
く
な
り―

―

」 

頭
を
抱
え
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
日
に
日
に
、
バ
グ
っ
て
い
っ
た
」 

発
狂
し
そ
う
に
な
り
目
を
強
く
瞑
る
レ
オ
。 

そ
の
時―

―
 

ハ
ッ
と
何
か
を
ひ
ら
め
き
、
目
を
開
け
る
レ
オ
。 

瞬
間
、
周
囲
の
街
が
イ
メ
ー
ジ
か
ら
現
実
に
戻
る
。 

ふ
と
、
視
線
を
移
す
レ
オ
。 

前
方
に
は
、
聖
都
の
象
徴
で
あ
る
神
殿
（
都
庁
が
あ
る
）
。 

レ 

オ
「
（
見
つ
め
）…

…

自
分
で
つ
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
世
界
の

危
機
」 自

然
と
微
笑
む
こ
と
が
で
き
る
レ
オ
。 

 

○
研
究
所
・
外
観  

ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
あ
る
、
ウ
ォ
ッ
チ
タ

ワ
ー
の
よ
う
な
朽
ち
か
け
た
建
物
。 

そ
れ
を
見
つ
め
る
レ
オ
。 

レ 

オ
「
な
ん
で
、
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
ん
だ
？
」 

 

○
同
・
内 

 

入
っ
て
来
た
レ
オ
、
地
下
へ
の
入
り
口
を
開
け
る
。 
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○
同
・
階
段 

～ 

地
下 

 ―
―

地
下
へ
の
階
段
を
下
り
て
い
く
レ
オ
。 

―
―

下
り
き
る
と
、
チ
タ
ン
の
様
な
金
属
で
つ
く
ら
れ
た
、

静
謐
な
空
気
が
流
れ
る
廊
下
を
一
人
歩
い
て
い
く
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
『
人
類
に
害
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
』
。
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
に

施
さ
れ
た
反
逆
防
止
機
構―

―

」 

 

○
同
・
研
究
室 

 

薄
暗
い
円
形
の
室
内
。
破
損
し
た
装
置
を
魔
術
で
復
元
し
て

い
く
レ
オ
。 

魔
術
の
光
が
、
レ
オ
を
ど
こ
か
不
気
味
に
照
ら
し
て
い
く
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
決
し
て
考
え
て
は
い
け
な
い
思
考
マ
ス
キ
ン
グ
機
能―
―

」 

復
元
し
た
装
置
の
電
源
を
入
れ
る
レ
オ
。 

装
置
が
起
動
し
て
い
く
。 

吹
き
抜
け
に
く
る
レ
オ
。
眼
下
の
空
間
を
見
下
ろ
す
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
れ
ら
は
、
自
我
の
獲
得
、
自
我
の
成
長
と
共
に
い
つ
の
間

に
か
外
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
」 

レ
オ
の
視
線
の
先
に
は
、
か
つ
て
１
２
個
の
大
型
シ
リ
ン
ダ

ー
が
置
か
れ
て
い
た
空
間
が
あ
る
（
僅
か
に
一
部
だ
け
形
跡

が
残
っ
て
い
て
も
）
。 

レ 

オ
「…

…

」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

時
間
経
過
し
、
す
べ
て
が
復
元
さ
れ
た
研
究
室
（
１
２

個
の
シ
リ
ン
ダ
ー
も
復
元
さ
れ
て
い
る
）
。 

Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
の
設
計
を
始
め
る
レ
オ
。 

時
に
装
置
そ
の
も
の
を
操
作
し
、 

時
に
空
間
に
投
影
さ
れ
た
設
計
図
に
手
を
加
え
（
コ
ミ
ッ
ク

３
巻
、
該
当
箇
所
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
）
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
俺
が
導
い
た
、
世
界
の
危
機
を
つ
く
る
た
め
の
最
適
解
」 

Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
の
設
計
図
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
完
成
さ
せ
て
い

く
レ
オ
。 
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レ
オ
（
Ｎ
）
「
Ｄ
Ｈ―

０
１―

ア
リ
エ
ス
、
０
２―

タ
ウ
ラ
ス
、
０
３―

ジ

ェ
ミ
ニ
、
０
４―

キ
ャ
ン
サ
ー
、
０
５…

…

０
６―

ヴ
ァ
ル
ゴ
。

０
７―

リ
ー
ブ
ラ
、
０
８―

ス
コ
ル
ピ
オ
、
０
９―

サ
ジ
タ
リ
ウ

ス
、
１
０―

カ
プ
リ
コ
ー
ン
、
１
１―

ア
ク
エ
リ
ア
ス
、
１
２―

パ
イ
シ
ー
ズ…

…

」 

や
が
て
、
完
成
し
た
１
１
体
の
設
計
図
を
眺
め
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
ア
カ
シ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ン
こ
そ
再
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
通
り
。
三
千
年
前
、
共
に
世
界
を
救
っ
た
英
雄
達
」 

レ
オ
の
身
体
か
ら
、
三
千
年
前
の
レ
オ
が
幽
体
の
よ
う
に
現

れ
る
（
イ
メ
ー
ジ
）
。 

三
千
年
前
の
レ
オ
「
皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
０
５―

Ｌ
Ｅ
Ｏ
で
す
」 

レ 

オ
「
久
し
ぶ
り
だ
な
。
俺
は
も
う
だ
い
ぶ
変
わ
っ
ち
ま
っ
た
よ
」 

三
千
年
前
の
レ
オ
「
お
仕
事
の
時
間
で
す
。
私
に
世
界
を
守
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」 

レ 

オ
「
人
類
を
殺
し
て
き
て
く
れ
。
俺
が
人
類
を
守
る
た
め
に
」 

三
千
年
前
の
レ
オ
「
私
は
、
」 

レ 

オ
「
俺
は
、
」 

ど
こ
か
縋
る
よ
う
に
、
時
代
の
異
な
る
レ
オ
が
言
う
。 

二
人
の
レ
オ
「…

…

ま
だ
死
に
た
く
な
い
。
生
き
て
い
た
い
ん
だ
。
勇
者
と

し
て
」 し

か
し
誰
か
ら
の
返
事
も
な
く
、
あ
る
の
は
静
け
さ
の
み
。 

絶
望
に
苛
ま
れ
、
目
を
伏
せ
る
レ
オ
。 

―
―

溶
暗
。 

 

○
王
都
レ
ナ
イ
ェ
・
神
殿
前
（
現
在
か
ら
約
１
年
前
） 

 

テ
ロ
リ
ス
ト
が
身
を
隠
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
フ
ー
ド
マ
ン

ト
を
羽
織
っ
た
レ
オ
が
、
神
殿
を
見
つ
め
て
い
る
。 

レ 

オ
「…

…

」 そ
の
時
、
男
（
兵
士
）
の
叫
び
声
が
響
き
渡
る
。 

兵
士
（
オ
フ
）
「
魔
族
が
、
魔
族
が
攻
め
て
来
た
ぞ
！
」 

レ 

オ
「
！
！
？
」 

見
る
と
、
傷
つ
い
た
兵
士
が
必
死
に
神
殿
へ
と
向
か
う
と
こ

ろ
。 
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兵 

士
「
魔
族
が
攻
め
て
来
た
！ 

聖
都
に
、
こ
こ
に
向
か
っ
て―

―

」 

足
が
も
つ
れ
て
転
ぶ
兵
士
。 

兵 

士
「
聖
王
に
、
お
伝
え
し
ろ…

…

！
」 

住
民
た
ち
が
兵
士
に
駆
け
寄
る
。 

レ
オ
、
住
民
た
ち
を
か
き
分
け
て
、
兵
士
の
傍
に
屈
む
。 

レ 

オ
「
詳
し
く
聞
か
せ
て
く
れ…

…

！
」 

兵 

士
「
セ
、
セ
シ
ャ
ト
山
脈
に
、
大
き
な
、
穴
が
開
い
た…

…

！ 

そ
こ

か
ら
、
魔
族
が…

…

！
」 

ざ
わ
つ
く
住
民
た
ち
。 

レ 

オ
「
心
配
な
い
。
俺
に
任
せ―

―

（
ろ
）
」 

そ
の
瞬
間
、
正
気
に
戻
り
目
を
見
開
く
レ
オ
。 

レ 

オ
「―

―
…
…

！
（
言
葉
が
続
か
な
い
）
」 

住
民
た
ち
が
「
（
兵
士
を
）
神
殿
に
運
べ
！
」
「
神
殿
騎
士

団
を
呼
ん
で
来
い
！
」
な
ど
と
騒
ぐ
中
、 

立
ち
上
が
り
、
よ
ろ
よ
ろ
と
後
ず
さ
る
レ
オ
。 

レ 

オ
「
何
を
、
や
っ
て
い
た…

…

俺
は…

…

？
」 

 

○
研
究
所
・
研
究
室 

 

シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
は
、
す
で
に
Ｄ
Ｈ
シ
リ
ー
ズ
の
素
体
が
完

成
し
て
い
る
。 

駆
け
込
ん
で
き
た
レ
オ
。 

鬼
気
迫
る
表
情
で
剣
を
一
閃
す
る
。 

と
、
そ
の
威
力
と
衝
撃
波
に
よ
っ
て
シ
リ
ン
ダ
ー
な
ど
周
囲

の
も
の
が
一
瞬
に
し
て
爆
散
す
る
。 

レ 

オ
「
は
あ
、
は
あ
、
は
あ…

…

！
」 

膝
か
ら
頽
れ
る
レ
オ
。 

レ 

オ
「…
…
…
…

お
い
お
い
、
ま
い
っ
た
な…

…

」 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
俺
は
、
自
分
の
為
に
人
類
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
。
も
は
や
、

勇
者
な
ど
ど
こ
に
も
い
な
か
っ
た
」 

あ
ま
り
の
絶
望
に
笑
み
さ
え
浮
か
ぶ
。 

レ 

オ
「
こ
ん
な
も
の…

…

本
物
の
悪
魔
だ
。…

…

本
物
の
、
魔
王
じ
ゃ
な

い
か…

…

」 

ズ
キ
ッ
と
頭
が
痛
ん
だ
気
が
し
て
、
頭
を
押
さ
え
る
レ
オ
。 
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脳
内
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
命
令
し
て
く
る
（
幻
聴
）
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
音
声
「
人
類
を
守
れ
。
悪
し
き
も
の
か
ら
、
人
類
を
守
れ
」 

レ 

オ
「
っ…

…

」 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
音
声
「
悪
し
き
も
の
か
ら
、
人
類
を
守
れ
」 

ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
レ
オ
。 

レ 

オ
「…

…
…
…

悪
し
き
も
の
は
、
こ
こ
に
い
る
。
俺
が
そ
う
だ
」 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
デ
モ
ン
ハ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
最
後
の
生
き
残
り
、
０
５―

Ｌ
ｅ

ｏ
こ
そ
が
、
い
ま
世
界
で
最
も
邪
悪
な
、
倒
さ
れ
る
べ
き
敵
だ
っ

た
」 

プ
ロ
グ
ラ
ム
音
声
「
悪
し
き
も
の
か
ら
人
類
を
守
れ
」 

ふ
ら
ふ
ら
と
歩
く
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
俺
こ
そ
が
、
私
利
私
欲
で
世
界
を
滅
ぼ
し
、
私
利
私
欲
で
人

類
の
命
を
弄
ぶ
、
世
界
最
悪
の
魔
王
だ
っ
た
」 

プ
ロ
グ
ラ
ム
音
声
「
悪
し
き
も
の
か
ら
人
類
を
守
れ
」 

ガ
ン
！ 

と
壁
に
頭
を
叩
き
つ
け
る
レ
オ
。 

レ 

オ
「
分
か
っ
て
る
。
分
か
っ
て
る
よ
。
策
は
あ
る…

…
…
…

三
千
年
生

き
て
き
た
俺
を
、
ナ
メ
る
な
よ
」 

レ
オ
の
目
に
覚
悟
が
宿
っ
て
い
る
。 

 

○
聖
都
レ
ナ
イ
ェ
・
神
殿
・
石
の
間
（
そ
の
翌
日
） 

 

十
二
賢
者
が
見
守
る
中
、
聖
王
か
ら
命
を
う
け
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
ほ
ど
な
く
し
て
、
俺
は
魔
王
軍
討
伐
の
命
を
受
け
た
。
こ
の

世
界
を
救
う
、
勇
者
と
し
て
」 

命
を
受
け
た
レ
オ
が
、
聖
王
に
言
う
。 

レ 

オ
「
私
が
、
か
な
ら
ず
や
魔
王
を
打
ち
倒
し
て
ご
覧
に
い
れ
ま
す
」 

 

○
魔
王
軍
と
の
戦
い
・
点
描
（
数
か
月
後
＝
現
在
か
ら
数
か
月
前
） 

 ―
―

と
あ
る
街
。 

魔
族
と
戦
っ
て
い
る
レ
オ
。
し
か
し
脳
内
で
は
真
逆
の
思
考

が
働
い
て
い
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
俺
は
勇
者
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
悪
し
き
も
の

は
倒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」 
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―
―

別
場
所
。 

さ
ら
に
戦
う
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
だ
が
、
た
だ
倒
さ
れ
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ…

…

！ 

ア
カ
シ

ッ
ク
エ
ン
ジ
ン
を
、
賢
者
の
石
を
託
せ
る
後
継
者
を
探
さ
な
け
れ

ば…
…

！
」 

周
囲
の
魔
族
を
倒
し
た
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
俺
を
倒
す
ほ
ど
に
強
く
、
そ
れ
で
い
て
、
人
類
を
見
守
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
奴
を―

―

」 
と
、
街
に
響
く
悲
鳴
。 

レ 

オ
「
！
」 ―

―

路
地
（
＃
１
と
同
場
面
）
。 

レ
オ
が
来
る
と
、
魔
王
軍
の
雑
兵
が
住
民
を
襲
っ
て
い
た

（
た
だ
し
、
ま
だ
雑
兵
や
住
民
た
ち
と
は
距
離
が
あ
る
）
。 

そ
の
時―

―

住
民
と
雑
兵
の
間
に
、
エ
キ
ド
ナ
が
降
り
立
っ

た
。 

「
！
？
」
「
エ
キ
ド
ナ
様…

…

！
」
と
、
驚
く
雑
兵
達
。 

エ
キ
ド
ナ
、
怒
り
の
表
情
で
雑
兵
達
を
ぶ
っ
飛
ば
す
！ 

「
！
」
と
な
る
レ
オ
。 

エ
キ
ド
ナ
「
命
じ
た
は
ず
だ
ぞ
っ
！ 

侵
略
と
言
え
ど
無
駄
な
殺
し
は
認
め

ぬ
！ 

占
領
地
は
可
能
な
限
り
穏
便
に
統
治
せ
よ
！
」 

（
＃
１
と
同
場
面
、
こ
こ
ま
で
） 

エ
キ
ド
ナ
、
周
囲
の
魔
族
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
叫
ぶ
。 

エ
キ
ド
ナ
「
よ
い
か
、
今
一
度
命
じ
る
！ 

無
用
な
略
奪
、
破
壊
、
放
火
は

す
べ
て
禁
ず
る
！ 

民
間
人
の
虐
殺
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
！ 

我
ら
の
狙
い
は
戦
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
な
！
」 

ポ
ツ
ッ
と
呟
く
レ
オ
。 

レ 

オ
「…

…

侵
略
し
て
お
い
て
勝
手
な
こ
と
を
」 

 ○
と
あ
る
街
付
近
の
高
台
（
夕
方
） 

 

（
先
程
エ
キ
ド
ナ
を
見
た
）
街
を
見
下
ろ
す
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
だ
が
、
エ
キ
ド
ナ
は
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
魔
王

だ
っ
た
」 
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○
点
描
・
魔
族
を
尋
問
す
る
レ
オ 

 ―
―

夜
の
森
。 

魔
族
に
剣
を
向
け
て
尋
問
す
る
レ
オ
。 

魔
族
Ａ
（
男
）
「
エ
キ
ド
ナ
様
は
変
わ
り
者
だ
。
あ
の
お
方
は
た
だ
魔
界
を

救
い
た
い
が
た
め
に
、
や
む
な
く
人
間
界
へ
の
侵
攻
を
決
め
た
。

そ
ん
な
魔
王
の
話
は
聞
い
た
こ
と
が
ね
え…

…

」 

―
―

夜
の
荒
れ
地
。 

ま
た
別
の
魔
族
を
尋
問
す
る
レ
オ
。 

魔
族
Ｂ
（
女
）
「
あ
れ
ほ
ど
立
派
な
お
方
は
他
に
い
な
い
。
侵
略
は
す
れ
ど

決
し
て
人
間
を
辱
め
て
は
な
ら
ぬ
と
命
じ
、
自
ら
前
線
で
指
揮
を

執
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
践
し
て
み
せ
て
く
だ
さ
る
」 

―
―

夜
の
廃
墟
。 

イ
ン
プ
を
尋
問
し
て
い
る
レ
オ
。 

イ
ン
プ
「
俺
達
イ
ン
プ
の
よ
う
な
下
級
魔
族
に
ま
で
労
い
の
言
葉
を
か
け
て

く
だ
さ
る…

…

優
し
い
お
方
よ
、
エ
キ
ド
ナ
様
は
」 

 ○
と
あ
る
街
付
近
の
高
台
（
朝
焼
け
） 

 

高
台
に
戻
っ
て
き
た
レ
オ
が
、
傍
に
浮
か
ぶ
魔
眼
（
受
信
ス

フ
ィ
ア
）
に
目
を
や
る
。 

そ
こ
に
映
っ
て
い
る
の
は
（
夜
通
し
指
揮
を
執
り
続
け
て
い

た
）
エ
キ
ド
ナ
の
姿
。 

レ 

オ
「
よ
り
に
よ
っ
て
魔
王
と
は
な…

…

た
だ―

―

」 

レ
オ
、
希
望
が
宿
っ
た
眼
差
し
で
見
つ
め
、 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
エ
キ
ド
ナ
な
ら
ば
自
分
の
後
継
者
に

な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
心
臓
を

引
き
継
ぎ
、
人
間
界
と
魔
界
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
思
っ
た
」 

レ
オ
が
決
意
の
表
情
で
呟
く
。 

レ 

オ
「
コ
イ
ツ
の
、
面
接
を
し
よ
う
」 

歩
き
出
す
レ
オ
。 

レ 

オ
「
と
り
あ
え
ず
、
世
界
を
救
う
と
こ
ろ
か
ら
だ
な
」 
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○
戦
場
・
各
地 

 ―
―

様
々
な
戦
場
で
、
魔
王
軍
と
戦
っ
て
い
く
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
の
日
か
ら
、
俺
の
最
後
の
旅
が
始
ま
っ
た―

―

」 

―
―

各
四
天
王
と
レ
オ
の
戦
い
（
＃
１
の
回
想
を
な
ぞ
る
形

で
）
。 

―
―

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
と
戦
う
レ
オ
。 

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
「
戦
士
の
誇
り
に
懸
け
て
、
こ
こ
は
通
さ
ぬ
！
」 

レ 

オ
「
な
ら
こ
っ
ち
は
、
勇
者
の
名
に
懸
け
て
通
ら
せ
て
も
ら
う
！
」 

レ
オ
と
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
の
剣
が
激
し
く
交
わ
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
れ
は
勇
者
を
辞
め
る
た
め
の
旅
だ
」 

―
―

メ
ル
ネ
ス
と
戦
う
レ
オ
。 

メ
ル
ネ
ス
「
お
前
は
、
必
ず
殺
す…

…
！
」 

レ 

オ
「
お
う
、
や
れ
る
も
ん
な
ら
や
っ
て
み
ろ
！
」 

レ
オ
と
メ
ル
ネ
ス
が
技
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
勇
者
レ
オ
を
殺
す
た
め
の
旅
だ
」 

―
―

リ
リ
と
戦
う
レ
オ
。 

リ 

リ
「
エ
キ
ド
ナ
ち
ゃ
ん
を
傷
つ
け
な
い
で
！
」 

レ 

オ
「
馬
鹿
か
お
前
は
！ 

そ
ん
な
甘
い
こ
と
言
っ
て
る
状
況
じ
ゃ
ね
え

だ
ろ
う
が
！
」 

レ
オ
と
リ
リ
の
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
エ
キ
ド
ナ
直
属
の
四
天
王
が
ど
ん
な
奴
か
確
か
め
る
」 

―
―

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
と
戦
う
レ
オ
。 

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
「
エ
キ
ド
ナ
様
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
な
ら
、
魔
界
に
平
和

を
も
た
ら
す
た
め
な
ら
、
こ
の
命
、
惜
し
く
は
な
い
！
」 

レ 

オ
「
お
い
お
い
、
ま
る
で
そ
っ
ち
が
勇
者
み
た
い
な
セ
リ
フ
じ
ゃ
ね
え

か
！
」 シ

ュ
テ
ィ
ー
ナ
の
魔
術
に
よ
る
連
撃
を
弾
く
レ
オ
（
ス
テ
イ

シ
ス
を
唱
え
て
い
る
最
中
を
イ
メ
ー
ジ
）
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
信
頼
に
足
る
連
中
な
の
か
を
確
か
め
る
」 

―
―

エ
キ
ド
ナ
と
対
峙
す
る
レ
オ
。 

エ
キ
ド
ナ
「
貴
様
が
、
勇
者
レ
オ…

…

！
」 

レ 

オ
「
魔
王
エ
キ
ド
ナ
、
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
み
せ
て
も
ら
お
う
」 

両
者
が
突
進
し
、
激
し
く
切
り
結
ぶ
。 
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レ
オ
（
Ｎ
）
「
彼
女
に
仕
え
、
彼
女
の
想
い
を
聞
き
、
俺
の
心
臓
を
託
す
に

ふ
さ
わ
し
い
相
手
な
の
か
を
確
か
め
る
」 

エ
キ
ド
ナ
と
の
戦
い
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
し
て
俺
は
死
ぬ
」 

ス
ー
パ
ー
エ
キ
ド
ナ
と
の
戦
い
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
魔
王
は
倒
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」 

や
が
て
、
エ
キ
ド
ナ
を
倒
す
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
れ
が
、
世
界
の
真
実
だ
か
ら
だ
」 

と
ど
め
を
さ
さ
ず
、
そ
の
場
を
去
っ
て
い
く
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「…

…

三
千
年
を
生
き
、
す
っ
か
り
バ
グ
っ
た
生
体
兵
器
が
選

ん
だ
の
は―

―

」 

レ
オ
、
目
を
閉
じ
る
。 

レ
オ
（
Ｎ
）
「
そ
ん
な
滑
稽
極
ま
り
な
い
、
自
殺
シ
ョ
ー
だ
っ
た
」 

―
―

溶
暗
し
、
黒
画
面
。 

エ
キ
ド
ナ
（
セ
リ
フ
先
行
）
「…

…

死
ぬ
の
は
！ 
貴
様
だ…

…

！
」 

 ○
現
在
に
戻
っ
て―

―

セ
シ
ャ
ト
山
脈 

 ―
―

こ
こ
か
ら
レ
オ
、
エ
キ
ド
ナ
両
者
視
点
。 

エ
キ
ド
ナ
を
見
る
レ
オ
。 

眩
い
輝
き
の
中
、
エ
キ
ド
ナ
の
前
に
紫
色
の
光
芒―

―

巨
大

な
魔
法
陣
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。 

エ
キ
ド
ナ
「
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」 

形
成
さ
れ
た
魔
法
陣
が
眩
く
輝
く
。 

エ
キ
ド
ナ
「
対
勇
者
拘
束
呪―

―

」 

レ
オ
に
向
か
っ
て
両
手
を
突
き
出
し
、 

エ
キ
ド
ナ
「
《
ア
ン
チ
・
レ
オ
》…

…

！
」 

光
芒
が
勢
い
よ
く
放
た
れ
る
。 

自
分
に
ま
っ
す
ぐ
と
向
か
っ
て
く
る
紫
の
光
芒
。 

レ
オ
が
エ
キ
ド
ナ
見
る
。 

エ
キ
ド
ナ
も
ま
た
、
レ
オ
を
見
て
い
た
。 

レ 

オ
「…

…

」 一
瞬
、
視
線
を
落
と
す
レ
オ
。 

再
び
エ
キ
ド
ナ
見
つ
め
る
と
、
ど
こ
か
哀
し
く
微
笑
む
。 
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レ
オ
の
表
情
に
ハ
ッ
と
な
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
ま
さ
か…

…

」 

微
笑
み
を
讃
え
た
レ
オ
が
呟
く
。 

レ 

オ
「
あ
り
が
と
な
」
（
※
エ
キ
ド
ナ
に
は
聞
こ
え
な
い
） 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
あ
あ…

…

あ
の
笑
み…

…

も
し
、
レ
オ
の
目
的
が
、
我

の
予
想
通
り
な
ら―

―

」 

ズ
ド
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ン
！ 

と
、
エ
キ
ド
ナ
の
放
っ
た
『
ア

ン
チ
・
レ
オ
』
が
直
撃
す
る
。 

そ
の
瞬
間
、
『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
に
よ
る
特
殊
な
空
間
に
入

る
二
人
。 

エ
キ
ド
ナ
が
、
『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
の
反
作
用
に
呻
く
。 

エ
キ
ド
ナ
「
ぐ
、
う
う
お
お
お
お
お
お
お…

…

！
」 

歯
を
食
い
し
ば
る
エ
キ
ド
ナ
。
奥
歯
が
ボ
ギ
ン
と
砕
け
る
。

口
、
と
鼻
か
ら
血
が
流
れ
出
し
た
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
く
っ…

…

！ 

全
身
の
骨
が
軋
む
。
今
に
も
五
体
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
り
そ
う
だ…

…

！
」 

目
と
、
耳
か
ら
も
血
が
流
れ
出
し
た
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
当
然
だ
、
三
千
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
力
を
、
我
一
人
で

抑
え
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
な…

…

！
」 

凄
ま
じ
い
気
力
の
み
で
己
を
奮
い
立
た
せ
つ
つ
、 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
二
度
目
は
な
い…

…

！ 

コ
イ
ツ
の
力
を
封
じ
ら
れ
る

の
は…

…

あ
と
、
六
秒
が
限
度
か…

…

」 

一
方
、
『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
に
よ
る
激
痛
に
耐
え
て
い
る
レ

オ
（
表
情
は
歪
ま
せ
な
い
？
）
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
こ
こ
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
だ…

…

身
体
が

重
い…

…

指
一
本
、
動
か
せ
ね
え…

…

ヴ
ァ
ル
ゴ
か
ら
学
ん
だ
自

動
復
元
機
能
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
か
ら
学
ん
だ
自
動
反
撃
機
能
、
タ

ウ
ラ
ス
や
キ
ャ
ン
サ
ー
の
自
己
強
化
呪
文
、
ジ
ェ
ミ
ニ
の
高
速
軌

道…
…

す
べ
て
、
す
べ
て
、
す
べ
て
す
べ
て
す
べ
て
封
じ
ら
れ
た

…
…

最
弱
だ
っ
た
頃
の
、
０
５―

Ｌ
ｅ
ｏ
だ…

…

」 

レ
オ
は
微
笑
む
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
や
け
に
時
間
が
経
つ
の
が
遅
せ
え…

…

こ
れ
が
、
走
馬
灯
っ

て
や
つ
か…

…
…
…

や
っ
と
、
死
ね
る
ん
だ
な…

…

」 

エ
キ
ド
ナ
を
見
る
レ
オ
。 
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エ
キ
ド
ナ
「
か
は
っ
！
（
と
、
血
反
吐
を
は
く
）
」 

し
か
し
、
そ
の
眼
は
死
ん
で
い
な
い
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
随
分
と
つ
ら
そ
う
だ…

…

だ
が
、
俺
を
倒
せ
る
と
、
仲
間
が

や
っ
て
く
れ
る
と
、
信
じ
て
る
目
だ…

…

」 

―
―

一
方
、
エ
キ
ド
ナ
は
レ
オ
の
目
を
見
て
思
う
。 

エ
キ
ド
ナ
「
な
ん
と
い
う
目
で
、
我
を
見
る
の
だ
貴
様
は…

…

！
」 

苦
痛
、
哀
し
み
、
歯
が
ゆ
さ
に
顔
を
歪
ま
せ
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｎ
）
「
予
感
は
あ
っ
た
」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

回
想
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
魔
王
城
・
エ
キ
ド
ナ
の
部
屋
（
新

規
）
。 

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
「
エ
キ
ド
ナ
様
、
勇
者
レ
オ
な
る
者
が
次
々
に
兵
士
た
ち
を

打
ち
倒
し
て
い
る
よ
う
で
す
」 

エ
キ
ド
ナ
「
！
」 眉

間
に
皺
を
よ
せ
、
考
え
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｎ
）
「
そ
の
名
を
聞
い
た
時
、
対
勇
者
呪
文
と
同
じ
名
で
あ
る

こ
と
に
引
っ
掛
か
り
は
し
た
の
だ
」 

棚
か
ら
本
を
取
っ
た
エ
キ
ド
ナ
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
。 

ペ
ー
ジ
に
は
魔
王
の
系
譜
図
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｎ
）
「
た
だ
呪
文
を
編
み
出
し
た
ア
ス
タ
ロ
ト
は
数
百
年
前
の

魔
王
。
戦
っ
た
人
間
が
生
き
て
い
る
は
ず
は
な
い
。
そ
う
思
っ
た

…
…

」 

―
―

＃
９
。
山
頂
へ
向
か
う
エ
キ
ド
ナ
と
レ
オ
。
レ
オ
が
自

ら
の
正
体
を
明
か
す
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｎ
）
「
だ
が
、
レ
オ
が
機
械
文
明
出
身
だ
と
聞
い
た
時
、
再
び

沸
き
上
が
っ
た
予
感
は
一
気
に
確
信
へ
と
変
わ
っ
た
」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

回
想
戻
っ
て
。 

グ
ッ
と
や
る
せ
な
い
表
情
を
見
せ
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
こ
い
つ
は
、
三
千
年
生
き
て
来
た
勇
者
な
の
だ
。
ア
ス

タ
ロ
ト
と
出
会
っ
た
の
も
、
歴
代
の
魔
王
が
戦
っ
て
き
た
異
な
る

名
の
勇
者
た
ち
も
、
す
べ
て
、
こ
の
目
の
前
に
い
る
一
人
の
男
な

の
だ―

―

」 

エ
キ
ド
ナ
を
見
て
い
る
レ
オ
。 
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エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
仲
間
も
、
帰
る
場
所
も
、
死
に
場
所
す
ら
も
な
く
し

て
、
そ
れ
で
も
た
っ
た
一
人
で
人
類
を
守
り
続
け
て
来
た
、
ひ
ど

く
孤
独
な
奴…

…

そ
れ
が
、
勇
者
レ
オ
な
の
だ…

…

」 

こ
み
あ
げ
る
想
い
に
、
目
か
ら
流
れ
る
血
と
涙
が
混
じ
る
。 

そ
ん
な
エ
キ
ド
ナ
を
見
つ
め
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
な
ん
て
顔
し
て
や
が
る
。
大
丈
夫
だ…

…

お
前
ら
な
ら
、
や

れ
る
よ
」 

満
身
創
痍
の
四
天
王
た
ち
が
、
僅
か
に
残
っ
た
力
を
奮
い
立

た
せ
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
一
人
で
出
来
る
こ
と
な
ど
た
か
が
知
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
以
外
の
誰
か
を
信
じ
る…

…

そ
れ
が
勇
者
に
求
め
ら
れ

る
、
一
番
の
資
質
な
ん
だ
ろ
う
」 

レ
オ
は
自
虐
的
に
微
笑
む
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
そ
の
点
、
俺
は
ダ
メ
だ
っ
た
な
。
勇
者
と
し
て
は
最
悪
だ…

…

誰
も
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」 

レ
オ
と
エ
キ
ド
ナ
、
二
人
の
想
い
が
交
錯
し
て
い
く
（
レ
オ

と
エ
キ
ド
ナ
が
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
を
イ
メ
ー
ジ
）
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
お
前
は
ど
ん
な
想
い
で
、
永
き
時
を
戦
っ
て
き
た…

…

！ 

な
ぜ
誰
に
も
弱
み
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た…

…
！ 

な
ぜ

誰
に
も
心
を
開
け
な
か
っ
た…

…

！
」 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
世
界
は
自
分
が
守
っ
て
や
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い

た
。
勇
者
で
な
い
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
、
ど

こ
に
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
」 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
死
ぬ
直
前
ま
で
、
凝
り
固
ま
っ
た
使
命
に
振
り
回
さ
れ

た
愚
か
者
め
が…
…

！
」 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
何
で
も
、
あ
な
た
が
た
も
人

に
し
な
さ
い
、
っ
て
、
誰
か
が
言
っ
て
た
な…

…

」 

目
を
閉
じ
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
そ
う
か…

…

は
は
は…

…

笑
え
る
話
だ
」 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
こ
ん
な
も
の
、
ま
っ
た
く
笑
え
ぬ
わ…

…

！
」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

―
―

イ
ン
サ
ー
ト
（
新
規
）
。
魔
王
城
。 

四
天
王
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
黒
レ
オ
。 

レ
オ
（
オ
フ
）
「
上
か
ら
目
線
で
偉
そ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
出
し―

―

」 
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そ
の
様
子
を
頼
も
し
げ
に
見
て
い
る
エ
キ
ド
ナ
。 

エ
キ
ド
ナ
（
オ
フ
）
「
四
天
王
ど
も
を
散
々
助
け
て
お
き
な
が
ら―

―

」 

談
笑
す
る
エ
キ
ド
ナ
と
四
天
王
を
、
羨
ま
し
そ
う
な
（
自
分

も
こ
う
あ
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
）
目
で
見
つ
め
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
オ
フ
）
「
と
ど
の
つ
ま
り
は
な
ん
で
も
な
い―

―

」 

×
 
 
 
 
 
 
 
×
 
 
 
 
 
 
 
×
 

目
を
開
け
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
俺
は…

…

俺
も
ま
た―

―

」 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
助
け
て
欲
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う…

…

！
」 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
勇
者
じ
ゃ
な
い
俺
を
認
め
て
欲
し
か
っ
た
ん
だ…

…

！ 

勇

者
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
一
緒
に
来
い
。
私
が
お
前
を
助
け

て
や
る
。
ひ
と
こ
と
、
誰
か
に
、
そ
う
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
ん
だ

…
…

」 レ
オ
の
目
か
ら
、
無
意
識
に
涙
が
溢
れ
る
。 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
こ
い
つ
は
人
を
守
る
た
め
に
戦
い
、
こ
ん
な
に
も
傷
つ

い
た…

…

！ 

な
ら
ば
、
誰
が
こ
の
勇
者
を
守
る
の
だ…
…

！ 

闇
の
底
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
の
男
に
、
誰
が
、
手
を
差
し
伸
べ
る

の
だ…

…

！
」 

自
由
の
効
か
ぬ
身
体
で
、
僅
か
に
エ
キ
ド
ナ
を
見
る
レ
オ
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
で
も
良
か
っ
た
。
エ
キ
ド
ナ
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
。
こ
い
つ

ら
を
最
後
の
相
手
に
選
ん
で
よ
か
っ
た…

…

き
っ
と
俺
が
死
ん
で

も
、
代
わ
り
に
人
間
界
と
魔
界
の
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」 

エ
キ
ド
ナ
（
Ｍ
）
「
ふ
ざ
け
る
な…

…

！ 

そ
ん
な
こ
と
、
こ
の
エ
キ
ド
ナ

が
認
め
ぬ
ぞ
！ 

我
が
、
我
ら
が
手
を
差
し
伸
べ
て
や
る…

…

！ 

こ
の
場
で
す
べ
て
終
わ
ら
せ
て
や
る
！
」 

エ
キ
ド
ナ
が
声
を
振
り
絞
る
。 

エ
キ
ド
ナ
「
四
天
王…

…

よ
！
」 

立
ち
上
が
っ
た
四
天
王
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
器
を
構
え

る
（
リ
リ
は
フ
ェ
ン
リ
ル
に
変
化
）
。 

そ
の
姿
を
見
て
、
レ
オ
は
思
う
。 

レ
オ
（
Ｍ
）
「
い
い
奴
ら
だ…

…

一
緒
に
仕
事
を
し
た
日
々
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
」 

四
天
王
が
、
決
意
と
覚
悟
の
表
情
で
向
か
っ
て
く
る
。 
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レ
オ
（
オ
フ
）
「
業
務
改
善
、
兵
站
、
食
堂
の
バ
イ
ト
。
指
導
者
と
し
て
の

心
得
。
あ
ん
な
日
々
が
ず
っ
と
続
け
ば
、
最
高
に
楽
し
か
っ
た
ろ

う
」 

レ
オ
は
呟
く
。 

レ 
オ
「
あ
あ
、
く
そ…

…

死
に
た
く
な
い…

…

」 

エ
キ
ド
ナ
「
レ
オ
、
貴
様
の
望
み
が
勇
者
の
死
で
あ
る
な
ら
ば
叶
え
て
や

る
。
こ
こ
で
、
お
前
を
殺
し
て
や
る
！
」 

エ
キ
ド
ナ
が
四
天
王
た
ち
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
。 

エ
キ
ド
ナ
「―

―

四
天
王
よ
、
あ
と
は
、
任
せ
た
！
」 

『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
の
特
殊
な
空
間
が
霧
散
す
る
。 

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
「
！
」 

リ 

リ
「
！
」 

メ
ル
ネ
ス
「
！
」 

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
「
！
」 

レ
オ
の
間
近
ま
で
迫
っ
た
四
天
王
た
ち
が
、
全
身
全
霊
を
込

め
た
一
撃
を
叩
き
込
ん
で
い
く
。 

大
剣
を
叩
き
つ
け
る
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
。 

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
（
Ｍ
）
「
レ
オ
殿…

…

！
」 

吹
っ
飛
ぶ
レ
オ
。 

猛
毒
が
仕
込
ま
れ
た
無
数
の
ナ
イ
フ
を
投
げ
る
メ
ル
ネ
ス
。 

メ
ル
ネ
ス
（
Ｍ
）
「
馬
鹿
野
郎…

…

」 

ナ
イ
フ
が
宙
を
舞
う
レ
オ
を
貫
く
。 

フ
ェ
ン
リ
ル
が
レ
オ
に
飛
び
掛
か
り
、
そ
の
爪
で
肉
を
引
き

裂
く
。 

リ
リ
（
Ｍ
）
「
レ
オ
に
い
ち
ゃ
ん…

…

！
」 

詠
唱
を
終
え
た
シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
、
そ
の
杖
か
ら
渾
身
の
雷
霆

が
ほ
と
ば
し
り
、
レ
オ
を
捉
え
る
。 

シ
ュ
テ
ィ
ー
ナ
（
Ｍ
）
「
レ
オ…

…

！
」 

『
ア
ン
チ
・
レ
オ
』
の
光
が
霧
散
し
て
い
く…

…
 

聞
こ
え
る
は
ず
の
な
い
呼
び
か
け
に
応
え
る
よ
う
に
、
レ
オ

は
言
う
。 

レ 

オ
「
お
う
、
じ
ゃ
あ
な…

…

あ
と
は
、
任
せ
た
」 

微
笑
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
地
面
に
落
下
す
る
レ
オ
。 

そ
の
ま
ま
動
か
な
く
な
る―

―
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哀
し
い
目
で
レ
オ
を
見
つ
め
て
い
る
四
天
王
。 

全
身
の
力
が
抜
け
、
が
っ
く
り
と
両
膝
を
つ
く
エ
キ
ド
ナ
。 

残
さ
れ
た
僅
か
な
力
で
拳
を
握
る
と
、 

勝
利
の
喜
び
と
、
や
る
せ
な
さ
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
雄
叫

び
を
あ
げ
る
。 

エ
キ
ド
ナ
「
う
お
お
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
」 

エ
キ
ド
ナ
の
雄
叫
び
が
、
山
脈
に
響
き
渡
っ
て―

―
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